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「公益信託印西市まちづくりファンド助成金事業」   人との違いを認めあう（自己肯定感を育む事業）  

   舞台鑑賞と 3 つのワークショップが始まります 

＜舞台鑑賞＞ 宮沢賢治作品「どんぐりと山猫」 

11月 1日（日）創造団体 劇団わらび座 

＜親子制作ワークショップ＞ 

9月 27日（日）「オリジナルＴシャツ作り」 

＜親子あそびワークショップ＞ 

10月 11日（日）「大勢で遊ぼう」 

講師：NPO 法人あそび環境 Museum アフタフ・バーバン 

＜親子制作ワークショップ＞ 

11月中旬「竹で鳥の巣箱づくり」 

講師：柴田佳秀さん 

うずらの卵、 

にわとりの卵、 

ダチョウの卵!! え～っ!? 
 

 

 

夏休み自然教室 

 日時：８月２９日（土）10：00～ 

場所：中央駅前地域交流館 会議室 1・2 
 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/S=1/FOR=0zoVu.9V3ihyumTWGoAndSt_FGrTBE6cyQ2dNn2YlKM0jLNFOSa6qwuNrmP3YT_R8h4bNrojyMxg_ZQkglNIES2aSL65bttRbX.APTE0F5TfLbEinkir.0FyLsFeZztc27uSVgskoMsxiPjGbzg9daIK2wbpB0wnamOKJ14wkUHM1jCF7o2verd3KYjD7mn6_MbR75GD0LVKrw--/_ylt=A2RA1jBQADJVXh0AJK2DTwx.;_ylu=X3oDMTEyY2puOHR0BHBvcwMxBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGUEdnRpZANqcDAwMTQ-/SIG=11i01gbrh/EXP=1429441040/**http%3A/www.afutafu-barban.org/


＜活動報告＞   

第 2回子ども縁日店長会議 

 

日 時 ： 7月 12日（日） 10:00～12:00 

場 所 ： 中央駅前地域交流館 会議室 

参加者 ： いんざい・・・子ども 15人 ／ 大人 10人 

白井・・・・・・子ども 11人 ／ 大人 4人 

 

子ども縁日まであと１週間となったこの日は、２回目となる店長会議を行い

ました。今年は、白井子ども劇場の子どもたちも参加してくれることになり、

合同で会議を行いました。月のはじめから梅雨らしい天気が続いていまし

たが、この日はひさしぶりの晴天でした。外は30度を超えるとても暑い中、

会議室は快適な環境。作業もはかどるでしょうか？ 

 

自己紹介、お店の説明のあとは、縁日当日の集合時間や、タイムスケジ

ュールを改めて確認しました。 

 

続いて、縁日担当のスタッフが講師となり、ビジネスマナー講座と称した

講義が開かれました。あいさつ、お客さんの呼び込みの方法、お金の受

け渡しかたや、よくない接客態度などの例をあげて説明しました。お店の

運営にとても大切なことなので、子どもたちも真剣に接客の練習をしてい

ました。 

 

休憩後、残りの時間はお店ごとにわかれ、みんなで看板を書いたり、招

待状を作成したりしました。子どもたちは、それぞれ役割分担しながら、

思い思いに作業を進めていました。 

 

会議の時間が限られていたため、準備が終わらなかったお店もあります

が、当日を楽しみに待ちたいと思います！ 

 

    

 

 



＜活動報告＞   

ピザがまの森で水遊び 

 

日 時 ： 7月 12日（日） 10:00～12:00 

場 所 ： ピザがまの森 

参加者 ： いんざい・・・子ども 15人／大人 14人 

白井・・・・・・子ども 6人／大人 7人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピザがまの森は親子でとても大好きな場所なので、流しそうめんをとても楽しみにしていました。 

そうめんも親子で一緒に茹で、今年は何を流す？と子どもと相談してゼリーを買い、準備も楽しみました。 

 

ピザがまの森に着くと息子はいつも嬉しくて駐車するやいなや車を飛び出し、今回もあっという間にみんなの所へ

走っていきました。するとカブトムシやクワガタが！木を見れば、普段見つけられない私でも簡単に見つけられるほど

たくさんいてビックリ！子どもたちにとっては思わぬプレゼントでしたね。 

 

そして水鉄砲やプールで水遊びを楽しみ、お腹も空いた頃に待ちに待った流しそうめん！流し台の竹も素晴らし

い出来映えで、ツヤツヤと白く輝き、流れる水もキラキラと輝いていて、そこへ流したそうめんは見た目にも最高でと

ても美味しかったです。お父様方、炎天下の中、汗だくになりながら一生懸命作っていただきありがとうございます！ 

 

 子ども劇場はそうめんだけでなく、様々なものが流れてくるところが素晴らしいですね！去年初めて参加したとき感

動しました。今年も野菜、卵焼き、果物、スイーツと、なかでも餡入りの団子、ナイスでした！ 

 

流しそうめんの片付けが済んだ後のアイスコーヒー、物凄くおいしかったです＼(^o^)／真夏のような暑さでず～っ

と汗を流していただけに、氷入りのコーヒーは最高でした！いつも細やかなお気遣いがうれしいですね。 

 

 では、来年の流しそうめんではいつもと違ったものを流せるようアイデア出したいと思います！ 

次は縁日と続きますが、引き続き親子共々楽しみたいと思います。 

 

 



＜活動報告＞   

男劇場そうめん台作り 

 

日 時 ： 7月 12日（日） 10:00～12:00 

場 所 ： ピザがまの森 

参加者 ： ６人＋ピザがまオーナー 

 

 

毎年恒例の夏の風物詩。流しそうめんを味わいました。 

レポートを書くにあたって流しそうめんについて掘り下げて調 

べてみた所、意外に歴史は浅かったようです。諸説あります 

が有力な説としてはふたつ。 

ひとつは発祥の地は宮城県高千穂町。 

そこには千穂の家という流しそうめんの老舗があるのですが、 

昭和 30年、当時の創業者が、各新聞社の高千穂駐在記者 

が野外でそうめんを湯がき、高千穂峡の冷水にさらして食べ 

て涼を得たという光景を見て、流しそうめんを生み出したと言 

われているようです。それがあっという間に全国に広まった 

のだとか。もっと大昔からあるイメージですが、昭和 30年と意外と最近なのですね。 

発祥の地としてもう１か所あがってくる場所があります。 

それが鹿児島県指宿市の唐船峡。何が違うのかというと、こちらは回転式そうめん流しといい、まるい器の中に水流

を発生させ中で流れるそうめんを食べるというもの。1日 10万トンも湧出する唐船峡の清水はそうめん流しにピッタリ

ということで、昭和 37年に観光 PR として始まったようです。唐船峡の水は環境省の「平成の名水百選」に選ばれて

いるそうです。        （http://hi-ma-wa-ri.net/90.html より引用） 

 

そうめん台の製作はうだるような炎天下の中行われました。 

まずは竹を切り出す作業。急な斜面を降りて連携プレーで竹を切り運

び出します。そして切り出した竹を半分に割ります。ここは男劇場にか

かれば手馴れたもので綺麗にふたつに割れました。（ただしかなりの労

力を必要とします） ここからが重要な工程で、そうめんがスムーズに流

れるための節とささくれをとる作業です。ピザがまオーナーが用意してく

れたグラインダーと紙やすりで滑らかに仕上がりました。後は脚の位置

を決めて勾配をつけて竹を据えればそうめん台の完成です。おいしい

そうめんを食べるためにはそれなりの苦労が必要ですね。男 6人頑張り

ました。 

今回は白井の方との合同でたくさんの家族が集まりました。 

大勢で食べる食事は美味しかったです。自分の家族だけではできない

素敵な体験を提供してくれる子ども劇場と、素敵な場所を提供してくだ

さる岩井さんに感謝しています。 

 

  

 

 

 



＜活動報告＞   

流しそうめん 

日 時 ： 7月 12日（日） 12:00～14:00 

場 所 ： ピザがまの森 

参加者 ： いんざい・・・子ども 34人 ／ 大人 26人 

白井・・・・・・子ども 15人 ／ 大人 11人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のピザがまの森での流しそうめんは白井子ども劇場と合同で行われました。午前中は来週行われる縁日の店

長会議だったのでお昼からの参加でしたが、先に準備をしてくれている方がいたので、到着すると流しそうめん台は

３台、材料も切って流せる状態になっていました。とてもとても暑い日だったので、きっと汗だくで大変だっただろうと

思い、準備してくださった男劇場の皆さんとピザがまオーナーに感謝です。 

 去年よりそうめんの他に流す食材が増えていました。野菜やフルーツだけではなく、卵焼き、あめ、グミ、ゼリー、チ

ーズに大福まで…。子ども達はお目当ての食材が流れてくると箸を巧みに使い、すくうように取っていましたが、取る

のに夢中でお椀の中身が溢れるほどになっていました。白井の方達は流しそうめんにお菓子が流れてくるのにはき

っと驚かれたと思います。 

 

 流しそうめんが一段落すると、ピザがまオーナーやお父さん達は、新たにステージを作ろうと、話し合いを真剣な表

情でしていました。きっと素敵なものが出来上がるだろうと期待しています。 

 子ども達は暑かったので水遊びに夢中でした。たまに飛んでくる水が気持ち良かったです。 

 最後に白井の方達がピザがまで焼いたピザを食べたいと言っていたので、涼しくなったらまた合同でピザがまの森

で遊べたらいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

木陰のツリーハ木ウスは快適♡ 

 
流す係も楽しい～♪ 

 
合同だとターザンロープも長蛇の列 

 
たくさん食べよ～♪ 

 
どんどん流すよ～!! 

 
あー!!あれ取りたかったー!! 



＜活動報告＞   

子ども縁日 
日時 ： 7月 18日（土） 14:00～17:00 

場所 ： アルカサール中庭広場 

参加者 ： 全体で 350人 

 

毎年続いている「子ども縁日」開催されました!! 

お天気は台風の過ぎ去った後の曇り空で、昨年と同様午後から小

雨が降る中でしたが、今年も大勢の親子が集まって、にぎやかに行われました。 

そして今年は白井子ども劇場のみんなも参加してくれて、子どもの店が 10店舗、

全体では 24店舗もの出店がありました。くじ・輪投げ・釣り・アクセサリー作りなど、

たくさんの出店でした。縁日開始前には、店長会議のビジネスマナー講座で習っ

たあいさつの練習をしたり、店長さんがお店の紹介などもしました。 

そして今年のパフォーマーは、デビット・ラムゼイさんです。ジャクリングや大きな

一輪車に乗ったり、楽しいパフォーマンスを披露してくれました。 

子どもたちも笑顔で一生懸命声を出してお店を切り盛りしてくれて、途中親の手

助けもかなり??ありましたが、とても楽しい思い出の一日となりました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<活動報告>  

ピザがまの森でスイカ割り＆カレーライス 
～７月のあしあとくらぶ～ 

日 時 ： ７月３０日（木）10：30～14：00 

場 所 ： ピザがまの森 

参加者 ： 子ども１７人、大人９人（内スタッフ３人） 

 

夏休み期間の今回は、あしあとくらぶの兄姉たちも参加し、にぎやかです。まずは、プールで水遊び♪と思ったら

空気入れがない！ すると、救世主★ピザがまオーナーI さんが現れ、機械で空気を入れて、あっという間にビニー

ルプールが完成！！ さらに子ども達のために、木のつみきを作って下さっていました。 

 
つづいてスイカ割りです。最初は新聞紙を丸めた棒でしたが、子ども達はこれでは割れないと考え、木の枝を探し

てきました。そして、何度も並びエンドレススイカ割りに・・・、パカッと割れて赤い部分が見えないと納得できないので

しょうか。 

スイカ割りに満足した子ども達から、お昼ごはんです。子どもには甘口カレー、大人にはレッドカレーです。みんな

よく食べ、２つの大鍋がほぼ空になりました。たらいで冷やしたプチトマト、キュウリに味噌をつけて食べました。デザ

ートにスイカと梨、大人はアイスコーヒー（氷入り）を美味しく頂きました。 

降り注ぐ真夏の太陽の光と木陰の涼しい風を感じて、楽しいピザがまの森を満喫しました♪ 

 
 さて、ピザがまの森の様子はというと、葉が茂り、栗の木が前より大きく見え、きみどりのいががたくさんついていま

す。今の時期のいがは触っても、まだそれほど痛くなく柔らかかったです。また、入口にあるビニールハウスの横にス

イカ位の大きさの実がいくつかなっています。下の写真の実、何だかわかりますか？切ってみると、白くてふわふわ

しています。答えは、参加者の親子に聞いてみてくださいね～♪ 

 

← これは何の実でしょう？ 

 

切ったところ → 

 

ヒント：か○○ょ○ 

 

岩井さんに教えて頂きました！ 



＜活動報告＞   

舞台鑑賞 「ブンナよ、木からおりてこい」 劇団青年座 

日 時 ： 7月 5日（日） 開演 17:30 

場 所 ： 佐倉市民音楽ホール 

主 催 ： こどものあしたプロジェクト 

参加者 ： 大人 2人、青年 1人 

 

この世にはもっともっと広く、平和で、仲間の殺されない未知の国がある。そんな思いを胸に、トノサマ蛙の子ブン

ナは、住みなれたお寺の境内にそびえ立つ椎の木に登る。やっとの思いでてっぺんまで這い上がったブンナ。太陽

が輝き、もぐり込む土もある、うまい虫までが飛んでいる。天国だ！ 

 しかし、そこはトビの餌蔵だった。次々と連れてこられる傷ついたスズメ、モズ、ネズミ、ヘビたち。いずれは餌とし

て食べられる運命にある彼ら。自分は生きたい。自分だけは生き延びたい。こいつから先に食べてくれ。「死」を前に

壮絶な戦いを繰り広げる小さな動物たち。お芝居ではあるが、命ある生き物、みんなこのような感情は持ち合わせて

いるのだろう。 

誰しもが生きるために相手の命を奪うのだが、生態系頂点の絶対君臨者“人間”ほど、身勝手な生き物はいない。

肉や魚、虫、自分が生きていくために、それを当たり前のように殺している。自分が生きるためには、消えてしまう命

があること、それを忘れてはいけない・・・。素敵な舞台でした。                          

 

 

 

影絵劇 「宝島」 劇団かかし座 

日 時 ： 6月 28日（日） 開演 14時 

場 所 ： 印西市文化ホール  

参加者 ： 大人 8人、子ども 9人 

 

 

ぼくは、初めて影絵を観ました。 

最初、手で作る影絵を教えてもらいました（作るのは難しかったです)。影絵の感想は、「すごい！！」と思いました。

何がすごいかと言うと、音、動きに迫力があり、僕も、途中から一緒に冒険に出ている気分で、ドキドキしました。 

影絵だけと思っていたら、時々、役者が幕の前に出てきて、芝居をやっていたので、びっくりしました。動き回ってい

て、大変そうでした。 

「宝島」の話は、男の子が冒険に出て宝を探す物語です。どんなに危なくても、冷静に判断して生き延びて宝を見

つけたので、逃げずに立ち向かって努力をすれば、いい事がおこるのだな～と思いました。 

                       

 



 

     ８月カレンダー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/1現在 ３５世帯１０８ 人 
入会 1 世帯・退会なし 

 

 

 

～劇場の財政活動にご協力をお願いします～ 

値段を下げました‼「島原手延そうめん」化粧箱入り 2,０00 円、袋入り４00 円  

標準小売価格 4,320 円。デパート中元取扱い商品と同じ物を、製造メーカーから取り寄せでお安くなっています。 

暑いこの時期、おいしいそうめんはいかがですか？この夏で売り切りたいので、値段を大幅ダウンしました。 

かなりのお買い得ですよ！化粧箱入りは、贈答用にもお薦めです。 

 

事務所は月・金が開設日ですが、急な用事で出かける事があります。ご用の時は事前にご連絡ください 

 

８月 

１ (土) 亀成川の観察会 

５ (水) 
会費納入日・二役会 

子ども縁日打上げ 

10 (月)～20 (木) 事務所夏休み 

２１ (金) 理事会 

２３ （日） エリンギサークル会 

２２（土） ２３（日） 

鑑賞 『テルばあさんとそうふけっぱらのキツネ』 

２９ (土) 夏休み自然教室 

９月 

３ (水) 会費納入日 

６ (日) ピザがまの森 

１３ （日） 音楽鑑賞 ロバの音楽座 

１６ (水) 理事会 

２７ (日) ワーク「オリジナルＴシャツ作り」 

日にち未定 あしあとくらぶ 

ちいき新聞 7月 24日号より 

久保田雅人さん（わくわくさん）から、 

大人へのメッセージです。 

『今の大人は、人の目を気にして失敗や批判を恐れる

あまり、少しでも危うい要素は取り除こうとしてしまう。 

安全第一だからって、工作教室なのに「はさみを使わ

ない工作を」って言われて面食らったことも。子どもた

ちは「痛い」「怖い」といった恐怖を肌で感じて将来の

糧にする時期なのに、大切な体験の機会を奪われて

いる気がします。大人たちは子どもにいろいろな挑戦

をさせてあげてほしいですね。』 

子ども劇場の活動も一緒ですね。楽しい場だけでな

く、少し頑張ったり苦労したりといった経験も大切だと

思います。長い夏休み、皆さんも、じっくりのんびりと子

どもと向き合ってみてくださいね。 

 近 隣 情 報  

『テルばあさんとそうふけっぱらのキツネ』 

ミュージカルカンパニーいちごハウス 

８月２２日（土）17時 30分開演 

８月２３日（日）13時 30分開演 

印西市文化ホール 参加費９９９円 

250 年前に「そうふけっぱら」で交わされた約束が、時

代の流れに翻弄され違えられた。それから８０年。かつ

ての少女の夢、不思議な少年の思いが時を超えてよ

みがえる。   印西の民話が元になったお話です。 


